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新

著

紹

介

扇

治
年
間
米
債
調
節
滑
革
史

漱
警

響

銅

、

.

本
書
は
門
司
税
關
在
勤

殖
田
事
務
官
が
大
正
四
単
大
賊
省
理
財
局
圃
庫

課
米
慣
調
節
掛
在
勤
の
嘗
時
よ
り
綴
績
調
査

ぜ
ら
れ
し
所

に
か

＼
り
、
第

葦

紬
観
・
第
二
章
滑
革

の
二
部
に
分
ち
.
.圭
ピ
し
て
開
静
元
年
乃
至
二

+
三
年
の
米
価
關
節
策
に

つ
い
て
詳
述
し
、.別

F
謬
考
讐

一
冊
為
添

へ
賢

弟
+
巻

(第
三
號

一
四
六
)
旨

四
五
四

料
及
び
米
穀
出
納
翼
々
載

す
。
著
者
は
米
側
調
節
た
以
て
政
府
自
ら
が
米

穀
需
給
の
衝
に
賞
り
て
行

ふ
威
の
も
の
ピ
、
こ
れ
に
風
ぜ
ざ
ろ
凡
ゆ
る
施

設
こ
の
二
者
に
分
ち
、
前
者
か
狭
義

の
米
偵
鯛
節
策

ミ
し
、明
治

二
十
三
年

以
前

に
に
狭
義

の
米
側
調
節
策
が
圭

ピ
し
て
行
に
れ

、
二
+
四
隼
以
後

F

に
瓦
之
挾
義
の
調
節
策
は
全
然
存
在
冠
す
第
二
種
熊
嘱
す

ろ
施
設
が
鍛

同

行
に
れ
た
る
に
過
ぎ

ざ
ろ
々
以
て
前
期
11
闘
節
時
代
に
し

て
後
期
に
放
.任

時
代
な
り

ピ
し

・
後
期
の
施

設
に
つ
い
て
に
、
総
論

の
申

に
簡
曙
な

る
記

述

あ
ろ
の
か
に
し

て
第

二
草
沿
革

の
全
部
に
二
十
三
年
ま
で
の
調
節
策
な

お

説
か
れ
た

る
も
の
な
り
。
こ
の
観
念
ド
よ
れ
ば
、
米
恨
制
限
の
如
き
に
挾

義

の
米
償
調
節
策
ε
に
な
ら

ざ
ろ
こ
と
㌔
な
ろ
。
叉
明
治
牟
闇
米
侃
調
節

の
特
徴

の
如
昔

、
或
に
時
代
別
の
如
き

〔元
年
乃
至
二
十
三
年

な
七
期

に

分

つ
ソ
多
少
余
の
見
解
ε
合

ぜ
ざ
る
貼
も
あ
り
こ
雌
、
本
番
が
六
識
省

に

存
す
ろ
各
種
回
議
書
認
錐
等

の
根
本
史
料
の
類
な
渉
猟
毬
ら
れ
た
る
こ
己

に
本
書

の
便
偵
あ

る
鮎
ε
考

へ
ざ
る
可
ら
す
。
余
は
数
回
本
誌
に
同
様

の

問
題
ド
つ
き
説
く
所
あ
り
し
も
、
身

、
京
都

に
あ

り
て
上
京
の
槻
會
な
か

り
し
た
め
、
此
等
の
史
料
な
幡
閲
す
ろ
能
に
す

、
僅
か
に
此
等
の
回
議
書

類
々
参
考
し
て
記
述
ゼ
ら
れ
た
り
ピ
信
ず
べ
き
米
穀
経
理
記
.事
〔篤
本
)
米

価
常
卒
制
度
の
梗
概

(印
刷
本
一
等
に
よ
り
し
に
過
書

ざ
り
し
が
、
今
こ
の

耳
参
考
書
た
得
て
、
本
號
以
後
記

述
す
.へ
き
部
分
に
つ
春
水
書

な
参
考
し

得

ろ
為
欣

ぶ
ご
共
ド
、
余
の
既
裁

の
分
F
つ
き
て
も
甚
し
き
過
誤
な
く
、

本
.書
も
亦
右
の
米
穀
経
理
記
事
、
米
側
常
平
制
度
の
梗
概
に
依

ろ
慮
必
ず

し
も
少
か
ら
ざ
る
々
看
て
、
私
か
に
、
自
ら
慰
め
つ
㌦
め
ろ
次
第
な
叫
。

流地
に
角

、
本
書
に
……孟
何
り
衆
僧
…調
節
策

に
つ
音
一
何

人
も

一
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す
べ
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サ

好
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ろ
参
考
轡
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